
1 

 

小山市教育委員会会議録 

（令和７年８月定例会） 

１．会議の日時及び場所                                                      

 日時 令和７年８月８日（金）午後２時００分～午後３時２０分 

 場所 教育委員会室 

 

２．会議の組織人員 

 人数 6人 

 

３．出席委員 

 教育長            濱 口 隆 晴 

 １ 番             岩 井 正 夫 

 ２ 番             荒 井 友 子 

 ３ 番             奥 中 栄 二 

 ４ 番                大 橋 雅 子 

 ５ 番                 高 橋 真 美 

 

４．説明のため本会議に出席した職員 

こ ど も 未 来 部 長   上 野 信 茂 

こども未 来 部 次 長  宮 田  悟 

生 涯 学 習 部 長  篠 原  正 

生 涯 学 習 部 次 長  渡 邉 正 樹 

教 育 総 務 課 長  日 高 恵 子 

こ ど も 政 策 課 長  田 中 秀 和 

こ ど も 教 育 課 長  佐 山 幸 代 

青 少 年 支 援 課 長  井 口 信 行 

子育て家庭支援課長  櫻 井 和 代 

保 育 課 長  中 林 健 一 

学 校 支 援 課 長 酒 寄 広 子 

生 涯 学 習 文 化 課 長  望 月 秀 展     

文 化 財 課 長  星 場 崇 徳 

生 涯 ス ポ ー ツ 課 長  篠 崎  武 

中 央 図 書 館 長  江 藤 和 枝 

博 物 館 館 長  佐 久 間 弘 行 

教 育 研 究 所 長  和 久  真 

こ  ど  も 教  育  課  加 藤 一 志 
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こ  ど  も 教  育  課  相 羽 克 隼 

 

５．書記 

 教育総務課教育総務係長  前 田 千 穂 

 教 育 総 務 課  田 崎 淳 子 

 

6．会議事項 

（１）報告事項 

①教育長 

②教育長職務代理者 

③事務局 

ア こども未来部部長 

イ 次長 

ウ 生涯学習部部長 

エ 次長 

オ 教育総務課 

・寄付受入れについて 

カ こども教育課 

     ・令和８年度以降の学校部活動における「地域展開」の方向性について 

 

（２）審議事項 

（教育総務課） 

議案第１号 市採用任期付教職員の任用について 

（生涯学習文化課） 

議案第２号 小山市立生涯学習センター運営委員会委員の委嘱について 

（博物館） 

議案第３号 小山市立博物館協議会委員の委嘱について 

 

 

〇日高教育総務課長 

それではお時間になりましたので、ただいまより、令和７年８月定例教育委員会を始めさせ

ていただきます。濱口教育長よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。では、８月の定例教育委員会を始めたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

今日の会議録の署名を奥中委員にお願いいたします。私の方からは報告事項として３点お話

ししたいと思います。 
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まず１点目ですが、お手元に県の要望事項という資料がいっていると思います。今年県議の

方たちにも一緒に行っていただきまして、県の教育長を相手に、要望事項をお伝えしてまいり

ました。そのことが、お配りした資料の左上４分の１くらいに書いてあります。学校教育におけ

る人的・財政的支援ということでお願いをしました。この要望事項５件とも全て継続のお願い

となります。県の市町村教育委員会連合会としても、市よりさらに重点的に絞って、厳しく要望

を出しているという状況です。傾向としましては、人とお金を何とか学校ごとに配分してくだ

さいということで、お願いをしてあります。それがまず１点目です。 

２点目、もう１つのポイントで幼児期の終わりまでに育ってほしい姿ということで、幼稚園の

教育指針や保育園、認定こども園でそれぞれ出た中で、幼児期に育てたい姿を初めて国の方

で統一して示したものになります。これはもうすでに１０年近くなりますので、各園で、これをも

とに計画をしているところですけれども、改めて今年の幼児教育の担当の方が教育委員会の

方に入ったということで、何かの機会にもう１度みんなで共通理解を図り、小山市としての方

針を定めることができたらと考えております。１つ１つについてはお話する時間がないですけ

れども、これらが、これからの幼児期の終わりまでに目指す姿になるだろうということです。 

それから３点目ですけど、ゴッホ展についてです。今日下野新聞の社説にも取り上げられて

いました。社説・論説に出ていますが、ゴッホ展では、絵に書かれた人物の目が動いたり、ゴッ

ホの描いたひまわりがくねくねしたりする等ＡＩを使って芸術作品を描いているということで、

新しい芸術だということが論説にも出ていました。まだ期間がありますし、本当に素晴らしい

展覧会で人がたくさん集まっているようですので、皆様にお知らせをいたしました。 

以上、私の方からは３点です。続きまして、岩井委員からお願いします。 

〇岩井委員 

それでは私の方からは、８月１日に下都賀地区教育委員会連合会の全体研修会がありまして、

こちらの６階でオンラインでの研修を行いました。講習の方は高橋委員の紹介の方なのですけ

れども、日本カウンセリングノート術協会代表の愛野高子先生で、演題は自己肯定感が劇的に

上がる手法潜在意識書き換えメソッドという演題で研修を受けまして、自身の体験等を踏まえ

た有意義な研修をしていただきましてありがとうございます。以上でございます。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。それでは、事務局の方から報告事項に入ります。上野部長お

願いします。 

〇上野こども未来部長 

はい。私の方からは７月１９日、ラウンドテーブルのイベントいうことで、教育委員の皆様にも

ご参加いただきましてありがとうございました。初めての事業ですが、盛況でございまして、

感触もとてもよかったところでございます。９月に本番を迎えますが、また引き続きご協力い

ただければと存じます。それと、今週５日から広島平和記念式典訪問派遣団ということで、市

内の中学生だけでなく結城市・野木町も合同で広島に派遣され、昨日、中学２年生の方が戻っ

てまいりました。それとお盆明けですが、８月１９日には、オーストラリアのケアンズの出発式が
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予定されているところでございます。夏休みということで、小・中学生それぞれ様々なイベント

等に参加し、大きく成長して２学期に戻ってくるのではないかと感じているところでございま

す。私の方からは以上でございます。 

〇濱口教育長 

はい。宮田次長お願いします。 

〇宮田こども未来部次長 

はい。私の方からは特にございません。 

〇濱口教育長 

はい。それでは篠原部長お願いします。 

〇篠原生涯学習部長 

はい。私の方も特にございません。 

〇濱口教育長 

はい。渡邉次長お願いします。 

〇渡邉生涯学習部次長 

はい。私の方もございません。 

〇濱口教育長 

はい。続きまして、教育総務課お願いします。 

〇日高教育総務課長 

はい。教育総務課です。１ページをご覧ください。寄付受け入れ報告になります。米３キロ２７

袋が、青少年支援課へ、市の子どもたちのためにということで寄附がございました。氏名等に

つきましては、匿名となっております。教育総務課からは以上になります。よろしくお願いしま

す。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、ここまでで何か教育委員の方から質疑等ありましたらお願いいたします。

奥中委員お願いします。 

〇奥中委員 

はい。県の要望について伺います。２番に教職員の配置基準ベースの見直しということで、

これは国がらみのため難しいと思うのですが、小山市も困っている栄養教諭・学校栄養職員の

配置拡大に対して、何か県の教育長から良い回答はありましたか。 

〇濱口教育長    

私の方から回答させていただきます。県の要望事項については、お伺いをするということで、

その場での回答はないものになります。しかし、県の方にも基準があり、なかなか思い通りに

いかないということで、そこに書かれている内容を細かく説明します。現在、市内には単独調

理場と共同調理場があり、共同調理場には１ヶ所につき１人の栄養教諭または学校栄養職員が

ついていますが、単独調理場の方は５５０人につき１人という条件になっています。子供の数が

減ってきたために、５５０人を切っている学校があるのですが、そのような学校の場合は栄養
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教諭または学校栄養職員が３校に１人のようにあてがわれてしまいます。そうすると、それらの

学校にもアレルギーを抱えている生徒がいるため、困ってしまうというのが現状です。市町村

教委の連合会でも、調理場につき１人は栄養教諭を必ず付けてほしいと強くお願いをしたので

すが、すぐには回答を得ることはできません。アレルギー食の手配を必死に栄養教諭・学校栄

養職員が保護者と対応しながら行っていただいていますが、それでもなかなかつけてくれな

い状況です。 

〇奥中委員 

わかりました。頑張ってください。 

〇濱口教育長 

はい。続けたいと思います。ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。 

それでは、こども教育課にいきたいと思います。佐山課長よろしくお願いいたします。 

〇佐山こども教育課長 

よろしくお願いします。報告事項となりますが、今回こども教育課からは、令和８年度以降の

学校部活動における地域展開の方向性についてご報告させていただきます。資料を見ながら

お話しを聞いていただけるとありがたいです。令和７年５月に、地域スポーツ・文化芸術創造と

部活動改革に関する実行会議におきまして、最終とりまとめが発表されました。令和８年度以

降の部活動改革の地域展開についての方向が示されたわけですが、それを受けまして、小山

市として今後の地域展開の方向性について活動目標の案と進捗状況を報告いたします。資料

をご覧ください。有識者会議の最終とりまとめでは、今後の改革実行期間は令和８年度から１

０年度を前期、中間評価を踏まえた上で、令和１１年度から令和１３年度までを後期と位置づけ、

合計で６年間となります。この改革期間において文部科学省、スポーツ庁、文化庁といった国

の方では、地域クラブ活動の認定制度の構築、地域公共団体への十分な財政支援、相談窓口

の設置やアドバイザーの派遣等きめ細やかなサポート、最終取りまとめで示された内容の周知

や広報に取り組むこととなっております。この国の取り組みを受けまして小山市としましては、

提言通りの推進が難しいのが実情ではございますが、部活動改革と地域展開を段階的に、で

きるところから推進していく方向で考えております。学校の部活動における具体策といたしま

しては、部活動指導員の増員と地域の外部指導者の導入、生徒の活動機会の確保を目的とし

た持続可能な部活動設置と段階的な地域展開を図るため、学校部活動の拠点校方式の導入に

ついて検討しております。また、地域クラブ展開の今後の見通しとしましては、現在１４０ある

部活動を今後６年間で国の目標を踏まえつつも、本市の実情を鑑みまして、前期令和８年度か

ら１０年度で各校さらに１つ以上の部活動を地域クラブに移行し、トータルで市内２２の部活動

を休日において地域クラブに移行すること、また、後期令和１１年度から１３年度で、さらに各

校１つ以上の部活動を地域クラブに移行し、トータルで市内３３の部活動を休日においては地

域クラブに移行する方向で今後、関係各課との連携を図ってまいりたいと考えております。 
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先ほど、学校部活動の拠点校方式ということについてお話をさせていただきました。この拠

点校方式につきまして、この後こども教育課相羽指導主事と加藤担当の方から、学校部活動の

拠点校方式の説明のプレゼンをさせていただきたいと思います。 

〇相羽こども教育課指導主事 

先ほど課長からご紹介いただきました、こども教育課相羽と申します。ただいまからご説明

させていただきます。着座にて失礼いたします。では、前の方のスクリーンをご覧になっていた

だきながら進めていきたいと思います。具体的な内容についてですが、５つの項目についてご

説明しようと思います。ですが、先ほど課長の話があった部分につきましては、割愛させてい

ただく部分もございます。まず、本市における地域移行の現状について、次に令和８年度以降

の方針について、本市における部活動の現状について、拠点校部活動について、最後に本市に

おける地域展開についてです。これまで地域移行と言われていたものが、令和８年度以降は地

域展開に名称が改められます。 

それでは、小山市における地域移行の現状についてです。令和７年度末までに市内の全中学

校・義務教育学校の休日の部学校活動において、１つ以上の部学校活動を地域クラブに移行し

ていくという目標を本市としては設定しております。そこで地域移行に向けた実証事業に、令

和５年度から取り組んでおります。令和５年度はご覧になっていただいています、小山第三中

学校柔道部と絹義務教育学校剣道部が、そして令和６年度には、小山中学校バレーボール、小

山城南中学校弓道部、桑中学校卓球部、乙女中学校ソフトテニス部の４つが、さらに令和７年

度は、小山第二中学校軽スポーツ部、大谷中学校バレーボール部、間々田中学校ソフトテニス

部、美田中学校剣道部の４つが地域クラブ活動として、休日は学校部活動ではなくクラブ活動

として活動しております。ご覧のようにおかげさまで、令和５年度から７年度までの改革推進

期間において、小山市の目標であった令和７年度末までに市内全中学校・義務教育学校の休

日の学校部活動において、１つ以上の学校部活動を地域クラブに移行するという目数は達成

できている状況にあります。生徒の活動機会を確保するという大きな目的のもと、推進協議会

で出された意見を踏まえ、多様な属性の指導者による活動を展開しております。実証事業にお

ける成果と課題を洗い出し、今後の方針に活かしてまいります。 

続いて、今後の部活動改革についてです。こちらも少し割愛させていただきますが、こちら

が令和７年度までの計画となっております。まずは、休日の部活動から段階的に地域移行して

いくことを基本とする方針が打ち出され、今年度はまた新たなものが出されました。先ほど課

長のお話にもありましたが、地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議最終

とりまとめというものです。この中で、今後の改革の方向性としまして、休日については次期

改革期間内に原則全ての学校部活動において地域展開を目指すとし、改革期間として、令和８

年度から１０年度を前期、１１年度から１３年度を後期と位置付けられております。これを受けま

して、今後、国・県の方針が示されていくようになっております。 

続いて、本市における部活動の現状についてお話しします。本市におきましては、学校部活

動は学校教育の一環として、体力・技能の向上にとどまらず、人間形成の機会として重要視さ
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れてまいりました。異年齢の生徒が活躍できる場として機能し、集団として必要とされる資質

能力を育成する機会として捉えられております。学校の責任の下で行われる活動ですので、い

わゆる怪我や事故に際しては、学校に責任が生じてきます。近年では、これまで顧問の教員が

指導者を務めていたものを、部活動指導員や外部指導者と呼ばれる地域のボランティアの

方々が指導者として実施している例も多くあります。こちらの表は、各中学校・義務教育学校

が設置する部活動の一覧表となっております。例えば、一番左の列の小山中学校をご覧いた

だけるとわかると思いますが、水泳から卓球まで１０種目の運動部が設置されており、さらに２

つの文化部が設置されております。また、この表から、学校ごとに部活動設置数が大きく異な

ることがお分かりかと思います。例えば、小山第三中学校はご覧のように多くの部活動が設置

してありますが、豊田中は部活動の数が少ないことがわかります。また種目ごとに見ましても、

剣道は市内全てに部活動がありますが、ハンドボールは市内に１校しか部活動がありません。

また、美田・桑・絹の野球部は太枠で囲っていますが、他の学校と合同でチームを組んで大会参

加したことを示しています。野球は９人で行うスポーツですので、部員数が９人を満たない場

合にそこに所属する生徒の大会出場に対する救済措置として、ほかの学校と合同チームを編

成しています。つまり、部活動はあっても、部員数の不足の状況があることがお分かりいただ

ければと思います。中でも、豊田中学校のサッカー部は市内に合同チームを組める学校が存在

せず、栃木市と組んで活動している現状がございます。市全体を見ますと、平均で９．９の運動

部、２．８の文化部が設置されています。市内にある部活動は、合計で１４０ございます。運動部

が１０９、文化部が３１です。学校へのヒアリングから、ほぼ全ての部活動で顧問が複数配置さ

れているものが確認できております。国の方針が出され、休日の全ての部活動を地域クラブに

移行する場合、文化部は単独での指導をしたとしても２４９名の指導者が今後必要になるとい

う状況です。こちらは今年度５月に行われました、運動部活動調査という県の調査を市独自に

まとめたものです。部活動に加入している生徒は在籍４１１４人に対し、文化部が９５０人、運動

部が２５９１人、加入率は 86％を超えている状況です。民間のクラブチームには、６．３％の生

徒が所属しています。学校間での差はございますが、市全体としましては非常に高い部活動加

入率であることが言えます。重複するところもありますが、ここまでをまとめますと、市内の部

活動設置数は１４０部活動あります。１校あたりの設置を見ますと、大規模校では２３、一方で小

規模校では６と学校規模での格差が非常に大きいといえます。小規模校では生徒が希望する

部活動がないことやチーム編成ができないというような課題があり、大規模校では体育館を

始めとした施設を十分利用できず、生徒のニーズに応えることができないということが課題と

して挙げられます。部活動の設置は学校が決めるところですが、設置できる部活動は生徒数・

職員数に応じなくてはならない側面がございまして、学校単位で部活動を設置することには

限界があります。実際に設置している部活動数と生徒の立場から選べる部活動数にも、このよ

うに差があります。また、性別により限定されてきてしまうところもございます。 

そこで本市における地域展開についてです。このような中で現在検討しているのは、拠点校

方式の採用です。目指す姿はやりたい競技があるのに、その部活動が在籍する学校にない場
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合の救済措置、子供たちの活動機会の確保です。拠点校方式とは、在籍する学校に希望する部

活動がない場合に、参加を希望する生徒を１つの学校が受け入れる方式です。小学校からやっ

ている競技を継続したいが、小学校の友達と一緒に授業を受けたいという声に応えることに

もつながると思います。拠点校方式には、学校規模によらない活動機会の確保、顧問教師の配

置削減、学校施設の有効利用等のメリットが考えられます。学校を超えて部活動を選択するこ

とができ、中体連の主催する大会への出場も認められています。現在の案では、拠点校には顧

問教師又は部活動指導員を配置し、在籍校には窓口となる担当者を置くことを想定しており

ます。拠点校方式が市内全体に広めることができれば、体育館や武道館、テニスコート等の使

用割り振りやローテーションが不要となります。実際に部活動設置数が多い学校では、体育館

競技にもかかわらず、平日は１日しか自校の体育館で活動することができない現状があるとい

うふうに伺っております。その一方、拠点校方式を採用した場合には、拠点校と在籍校の距離

にもよりますが、平日の放課後、休日の日中の移動の問題を始めとした課題が想定されます。

今後、各学校と協力をしながら、採用に向けて検討していただこうと考えております。特に、具

体的に対象をどの学校のどの部活動にするかにつきましては、校長会の意見を取り入れてい

く予定でございます。ここまでご説明した通り、本市では今後、拠点校方式の一体的な整備を

進めることで部活動改革を進めたいと考えております。現在１０９ある部活動を拠点校方式に

よって活動機会を確保しながら、部活動数を可能な限り削減してまいります。本市に学校部活

動が根付いていることを踏まえ、どの学校のどの部活動を拠点校とするかは、先ほど申し上げ

たとおり、今後校長会での協議を行う中で、できるところから進めてまいります。また文化部

も含め、可能なところから地域クラブへの移行を進めてまいります。地域クラブ移行に対して

は指導者の質と量、活動場所の確保と管理、指導者の交渉費や施設利用の費用等課題が山積

ですが、県の動向を注視しつつ、可能な範囲で進めてまいります。さらに運動部調査から、指

導者を務める顧問の専門性ややりがいの実態についても把握しております。令和７年度の本

市の現状では、顧問教師のほとんどが競技経験または指導経験があることが分かっておりま

す。顧問としてのやりがいも強く感じる・少し感じると答えた教員がほとんどです。さらに、年

齢も２０代から４０代でその多くを占めています。その一方で、負担感を感じる教員も一定数お

りますが、本調査において負担感をあまり感じない・全く感じない教員が５０名程度いたこと

が分かっています。働き方改革が叫ばれる中で、顧問としての役割がやりがいとなっている教

員が一定数いるということが言えると思います。 

先ほど申し上げた通り、部活動の地域移行には多くの課題が山積みとなっております。指導

者への報償費や部活動の予算の問題、予算がない部分を、受益者負担とした場合には、経済格

差の問題も生じてまいります。部活動場所は、これまでは学校部活動では学校整備を利用して

いたため問題にはなりませんでしたが、施設管理の問題や公共施設利用の費用問題、指導者

確保につきまして質・量ともに課題です。また、これから中学生に上がる児童やその保護者、一

般市民の方への理解も促進していく必要があります。部活動の地域移行は単に部活動を地域

クラブにするということではなく、生徒の機会確保、指導者にチャレンジしたい市民の機会創
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出、生涯にわたる心身の健康、教員の働き方改革など、地域全体のウェルビーイングを目指し

たものでございます。実現できた場合には、体験格差の解消や多世代の交流、安心して活躍で

きるまちづくりにつながるというふうに考えております。一番下にある通り、部活動の地域展

開観を転換していきつつ、小山市ならではの部活動改革を進めるにあたり、本日は拠点校方

式の採用を中心にご説明させていただきました。ご清聴ありがとうございました。報告は以上

になります。 

〇佐山こども教育課長 

今、相羽の方から説明がございましたが、今後、小山市地域クラブ活動推進協議会・小山市

校長会とも協議や検討を重ねながら進めてまいりたいと考えています。こども教育課からの

報告は以上となります。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。今、相羽指導主事の方から丁寧な説明があったわけですけ

れど、加藤担当もいるので、何か追加すること等がありましたら、説明以外でも構いませんの

でお願いします。 

〇加藤こども教育課担当 

はい。国の実行会議の最終取りまとめが出まして、先ほどあったように、休日は６年後の令

和１３年度には全ての部活動を地域移行・地域展開を原則目指すということになっています。

しかし、現在の小山市は非常に厳しい状況があると思いまして、部活動改革と地域展開を並行

して進める中で、何かいい方法があったら、さらに取り入れていくという方向で進めていけれ

ばというふうに考えております。課題は山積みです。いろいろなことでお世話になると思いま

すが、よろしくお願いいたします。以上です。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。私も関東や全国の教育長会議に行くと、グループ協議のお

題として部活動の地域移行が良く挙げられます。そのため、各市町の状況を全国の方たちとよ

くお話をしますが、国が掲げる理想的な地域移行が進んでいる地域ももちろんあります。例え

ば、新潟県は既にほとんどの運動部と文化部の地域移行が終わっている状況まで進んでいま

す。新潟の場合は、中学校体育連盟の会長、スポーツ協会の会長、それから県の教育委員会の

部活移行の担当者の役職に代々同じ方が進んでいくので、会議を開く際に、その１人の方が全

部の組織を熟知していますので、全県下の関係者が集まって会議ができたという利点があっ

たようです。スポーツ協会が全面的にバックアップして、若い方達を適材適所に派遣したこと

により、移行がほとんど終わったわけです。そういう地区もあれば、地域の指導者を見つける

ことができないとおっしゃる教育長も何人かいて、なかなか全国一律に地域移行が進められ

ないという状況があります。この現状を踏まえまして、国の方としても、その地域の実態に合わ

せて進めてくださいと徐々に言い方も変わってきている印象を受けております。部活動の地

域移行の担当の加藤担当を中心に、本当に頑張っていただいて、現状小山市では先に述べた

移行の流れを出していただいています。この後、６年かけて徐々に進めていくというのが今の
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状況でありますけれども、教育委員の方から何かこの地域移行に関しまして、質問・意見等が

ありましたらお願いいたします。奥中委員お願いします。 

〇奥中委員 

教育委員の研修会でも、この部活動の地域移行がよくテーマに挙がっています。私も２・３年

その分科会に入って話をしているのですが、地域移行がうまくいっているところはコーディネ

ーターがいてそれがしっかりしていたり、行政や教育現場などを全てコントロールしていたり

するようなところは早く進んでいます。南の方に行くと意識が弱くて、現状のままがよいとい

う感覚がまだ随分残っていて、ほとんど地域移行が進んでいないというところがありました。

今度の教育委員の研修会でもまた同じ部会があると思うので、私もまたそこに入り、いろいろ

知識を身に付けようと思います。また、相羽さんが作った資料は、とても分かりやすく、大変よ

くできていると思います。この資料はいただけるのでしょうか。 

〇相羽こども教育課指導主事 

はい。 

〇奥中委員 

後で構いません。せっかく作っていただいたので、我々ももう一度目を通したいのでいただ

けたらありがたいです。 

〇濱口教育長 

よろしいですか。 

〇奥中委員 

はい。 

〇濱口教育長 

では、岩井委員お願いします。 

〇岩井委員 

はい。今日の説明の中で、拠点校方式という説明があったと思うのですけれど、それと似て

いるが少し違う気もするのですが、各校で１つの部活動を地域クラブに移行する中で、何校か

合同にして地域クラブに移行するような話はあるのでしょうか。距離的な利便性があれば送迎

とかは便利だと思いますので、その辺りを伺いたいです。 

〇加藤こども教育課担当 

はい。ただいまのご質問にお答え申し上げます。そのような話は出てはいるのですけれども、

やはり学校の部活動があるところとないところがありまして、最終的にどうするかというのは

校長先生同士の話合いにもなるのですが、先ほどもお話あったように、とにかくやりたいとい

う子供ができないような形をまず早急になくすことが大事だと考えています。将来的にはその

ような形で地域クラブ指導員が出てくれば、合同での地域クラブ活動というのも可能かなとい

うふうに考えております。以上です。 

〇岩井委員 

 はい。わかりました。 
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〇濱口教育長 

 はい。ほかにいかがでしょうか。高橋委員お願いします。 

〇高橋委員 

 先ほどの拠点校方式の説明は大変わかりやすく、考え的にもとても画期的で、多くのお子さ

んが機会を得られるとよいと思います。一方で、加藤先生がおっしゃったように、やりたいけれ

どできないお子さんたちに機会を与えてくださるのはありがたいですが、実際にどのくらいの

生徒さんたちが利用する見込みがあるのでしょうか。要望などが今まであったのか等を聞か

せていただきたいです。というのも、拠点校に行く生徒の保護者たちは送迎等の負担が生じる

と思いますが、そこまでの情熱をもって移行することに賛同するご家族がどれくらいいるのか

気になりました。 

〇濱口教育長 

 はい。お願いします。 

〇相羽こども教育課指導主事 

 はい。ただいまのご質問にお答え申し上げます。実際、何人ということは未定というのが正直

なところでございます。この後校長会の方で、どこの学校のどの部活動を拠点校にする等のお

話をいただくのですが、それにあたっては、現在の中学校１・２年生の部員の数をご提示した上

で、ご判断いただくというふうに考えております。 

〇濱口教育長 

現時点で、やりたいけどやれないという子が何人いるかというのも分かっていないというこ

とですよね。 

〇相羽こども教育課指導主事 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。荒井委員お願いします。 

〇荒井委員    

拠点校方式に関しては、やりたい種目に子どもが活動できるということが一番魅力的だと

思います。現在、市内の隣接校の選択制を利用している生徒の大きな選択肢の１つとして、部

活動がかなり大きな割合を占めているのではないかと思います。そのため、この拠点校方式が

採用されると、部活動だけ他の学校を選択する生徒と、従来通り部活だけでなく学校生活その

ものを選択する生徒がでてくると思います。さきほど説明もありましたが、そのあたりの兼ね

合いを全く切り離して考えているという状態だと思います。そこがどれくらいお互いに影響し

合うのかはわかりませんけれども、そのあたりはどうなのかなと考えています。 

〇濱口教育長 

はい。隣接校選択制と部活動の関係性というご質問です。 

〇相羽こども教育課指導主事 
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はい。ただいまのご質問にお答え申し上げます。先行して拠点校方式を取り入れております

大田原市では、やはり隣接校に在籍している生徒が籍を異動してしまうということが課題にな

っており、そのことを解消するために拠点校方式を取り入れたというふうに伺っております。

つきましては、本市においても、そういった事例も多くなるのではないかなと考えております。 

〇荒井委員 

小山市もそれを見据えてということでしょうか。 

〇相羽こども教育課指導主事 

あくまで小山市は、活動機会の確保が目的でございます。 

〇荒井委員 

はい。ありがとうございます。 

〇濱口教育長 

ほかにいかがでしょうか。岩井委員お願いします。 

〇岩井委員 

先ほどのスライドの最後の方にあったのですが、経済的な格差、例えば部活をやるにしても

スポーツ用品や吹奏楽部にしても楽器代等がかかると思います。今の状態であれば、指導員等

は市のお金で、児童生徒の負担はないと思いますが、ある程度先進的な地域のところでも、地

域クラブになることによって、追加で児童生徒の経済的な負担というものが実際に出てくるの

か等、現状で分かっているところがあればお伺いしたいです。 

〇加藤こども教育課担当 

はい。ただいまの質問にお答えいたします。まず、国の事業費として、小山市は約年間３００

万ほどいただいております。しかし、地域クラブ活動が増えてくれば、国の負担も大きくなって

くるので、いずれは例えば部活動指導員のように、国・県・市でそれぞれ三分の一ずつお金を

出すといった方向性もあるのではないかというふうに考えています。そうなったときには、や

はり、受益者負担という問題が出てくると思います。現在、小山市では保険料８００円の半分４

００円を受益者、要するに生徒の保護者に負担していただいております。ですが、今後、新しい

地域クラブが進むと先ほど委員さんが申し上げたように、自己負担分というのが増えてくると

思います。問題はそれによって、お金の都合で参加できない子どもたちをいかに行政的に支援

していくかということです。これも、国の方から、県・市それぞれで考えるようにという指示が

出ております。実際やってみないとわかりませんけれども、その辺りも考えていかなければい

けないと思います。今、国の会議の方で、例えば生徒の保護者から幾らぐらいお金を取ること

が可能なのか等の会議を設けて相談しているところです。後ほど、結果が出てくるのではない

かなというふうに考えております。以上です。 

〇岩井委員 

ありがとうございます。 

〇濱口教育長 
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今までの部活動でも、例えば私の知っている限りですと、吹奏楽部で音楽の先生がより専門

の指導者を呼んで指導を受けるために、日曜日の部活動などで各楽器の専門家の方を呼ぶこ

とがあります。それで１日講習会をやると講演料を払うのですけれど、それを全部保護者会と

相談して保護者が負担して出しているという状況です。 

部活動指導員さんの時給１６００円についても説明をしてもらっていいですか。 

〇加藤こども教育課担当 

はい。今小山市では、国の方で出された地域クラブ活動指導者の時給１６００円を基に取り

組んでおります。部活動の教育的意義を検証するため、現在、部活動は休日でも土日どちらか

の３時間程度しかできませんので、１人３時間×月４回のいわゆる月１２時間の謝金をキープし

ております。事業自体が１年間ではなくて、１月までの１０か月なので×１０か月の１人１２０時間

をキープしておりまして、現在小山市内では１１のクラブがありますけれども、１３名の地域クラ

ブ活動指導者が指導していただいております。これは、決して高くはないのではないかという

ふうに考えております。以上です。 

〇濱口教育長 

県の補助金が次年度以降どうなるのかというのは、国がしっかり方針を出さないと決まら

ないので、非常に宙ぶらりんになっている状況です。市がどれだけ負担をしなくてはいけない

のかというのも今後の大きな課題になってきますし、経済的な負担と同時に、送迎をどうする

かという問題もあります。拠点校にしても、在籍校と違う場所で活動する子たちの間には生じ

てくる問題です。これも解決していかなければいけません。都会だと交通の便が良いため、バ

スや電車を用いて自分たちで活動場所まで行けるかもしれませんが、現状、なかなか都会のよ

うにはいかない中で、保護者や地域の負担が生じることも懸念事項として考えられております。

本当に、課題が山積みという今のお話のとおりだというふうに思います。ほかにいかがでしょ

うか。よろしいでしょうか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

また定期的に経緯を報告していただくということで、本当にありがとうございました。 

続きまして審議事項の方へ入りたいと思います。議案第１号ということで、教育総務課の方

でお願いします。 

〇日高教育総務課長 

はい。教育総務課です。５ページをご覧ください。市採用任期付教職員の任用についてです。

小山市任期付教職員の条例に基づき、新規に１名を任命するものです。任用期間は令和７年９

月１日から令和８年３月３１日までとなります。任命者についてです。６ページをご覧ください。

今回は色がついている箇所の、６番の方の任用についてお諮りするものになります。現在、市

採用任期付教職員については１名が欠員となっており、その１名について任用するものとなり
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ます。勤務先は、下生井小学校となります。ご審議のほどどうぞよろしくお願いいたします。以

上です。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、議案第１号について、日高課長の方から説明がありましたが、これにつきま

して何かご質問等ありましたらお願いいたします。岩井委員お願いします。 

〇岩井委員 

はい。こちらの承認について全く異議はございません。しかし、これに関連して、１番の方が

任期付で５年目となっておりまして、１７ページにある任期付教職員の条例施行規則の第２条

の第２項におきましては、任期付職員の任用更新が５回までとされています。この方は、かけ

はしのような特殊な学校で５年も働かれているということで、ベテランの域にあり非常に有能

な方だと思うのですが、５年目以降はどのような人材活用を考えているのか案がありましたら

お伺いしたいです。 

〇日高教育総務課長 

はい。ただいまの質問にお答え申し上げます。任期満了を迎えた方につきましては、一旦終

了とはなりますが、また採用試験を新たに受けていただき採用となれば、１年更新で５年まで

継続して任用が可能となっております。よろしくお願いいたします。 

〇岩井委員 

ぜひ、よろしくお願いします。もう１点、１番のかけはしはマスコミでも取り上げられている素

晴らしい学校ですが、こちらの指導する教職員の人数や現在の生徒の人数等、現在どのような

運営になっているのか分かれば教えていただきたいです。 

〇濱口教育長 

はい。佐山課長お願いします。 

〇佐山こども教育課長 

はい。生徒の数については少しお時間をいただければと思いますが、かけはしには、県費職

員が１名、さらに市の職員として１名を小山城東小学校の加配教員という形で任命しているほ

か、外国人児童生徒支援員として６名、英語スペイン語、ポルトガル語等を対応している職員を

市で任用している状況でございます。利用については、通級可能期間が６か月ですので、その

あたりも含めまして、運用しているところでございます。今のところ１４名が通級をしていると

いうところでございます。 

〇岩井委員 

ありがとうございます。もっと定員いっぱいで、人が足りずに大変という印象がありました。 

〇佐山こども教育課長 

現在、通級や卒級の児童生徒の数は、推移します。やはり小学校の場合には送迎が必要とい

うとことで、ニーズはあるが利用に結びつかないようなケースがあるところがございます。そ

の部分につきましては、在籍校にいる外国人児童生徒指導員の方で対応しているという状況

でございます。以上でございます。 
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○濱口教育長 

よろしいですか。 

〇岩井委員 

はい。 

〇濱口教育長 

県費の方が１名で、７名が市で予算を出して活動しているという形です。要望してもなかな

か県費が増えないという現状です。２・３年ぐらい前に、アフガニスタンの難民の方々が小山市

に移住してくることに伴い、１０名以上の子供たちが突然日本の生活をするとなった際、外務

省と文部科学省の役人と県教委の方が、小山市の教育委員会までその旨についてのお願いに

見えました。そのときに、このかけはしの話がもうすでに外国の方に知れ渡っていて、これを目

標に移住する方がいるという話も聞きました。そこで、現状でさえ指導者数がギリギリなとこ

ろに、さらに１０数名のアフガニスタンの子が来るということで困るため、ぜひ県費を増やして

ほしいとお願いをしたのですがだめでした。その残りの半年間も、現有勢力で対応せざるを得

なかったという状況で、なかなか県の方も人数を増やすことが難しいというのが現状です。か

けはしは素晴らしい施設ですし、外国人も増えているので、これからさらにニーズが高まるの

ではないかというふうに思っております。ほかによろしいですか。高橋委員お願いします。 

〇高橋委員  

６番の方の今回の採用に関しまして、審議に関しては問題ないのですが、教育長を始め、た

くさんの方がご尽力いただいて採用になったということを伺っていますのでお礼を申し上げ

ます。ただやはり、今年度いっぱいという採用期間ですので、来年度以降も課題となってくる

と思いますので、今後も子供たちのためにご協力いただければ嬉しいなと思います。ありがと

うございました。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。 

それでは議案第１号については原案通りでよろしいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは議案第１号は、原案通り決定いたします。 

続きまして、議案第２号、生涯学習文化課望月課長お願いします。 

〇望月生涯学習文化課長 

はい。よろしくお願いいたします。２２ページをご覧ください。件名は、小山市立生涯学習セ

ンター運営委員会の委嘱についてでございます。内容ですが、小山市立生涯学習センター条例

第１５条の規定に基づきまして、委嘱するものでございます。委嘱期間は、令和７年４月１日か

ら令和９年３月３１日までの２年間となります。委嘱する方は別紙の２３ページにございます、１

０名の方となります。その内、今回２名の方が新任となります。１人目は１０番の市議会議員の
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植村一さんです。議会選出となっております。もう１人が、６番の方。現在宇都宮大学の大学２

年生でございまして、これまで小山市の高校生プロジェクトやまちづくり学生サポーター、総合

計画策定市民会議委員等多様な事業に関わっていただきご協力いただいております。この方

を含めて、１０名の方を委嘱するものでございます。説明は以上でございます。よろしくお願い

いたします。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、議案第２号について説明がありましたけれども、この件に関しましてご意見

等ありましたらお願いします。奥中委員お願いします。 

〇奥中委員 

今課長の方から説明がありましたが、６番の方は、私が所属する桑の社会福祉協議会の委員

にも今年からなってもらっています。中学校の頃から今回みたいな市民活動のようなものに

興味があるようで、大変活発に参加しているため、適任ではないかと思います。私は、今回の

運営委員にかかわらず、年代を超えて、いろいろな委員会や行政の分担のところに若い世代も

入れていくという時代ではないかと思います。桑の場合は、高校生や部門によっては中学生も

会議に参加させようという動きがあります。今回、生涯学習文化課でこのような実績を作れば、

様々ところで若い世代の方が参加できるような状況づくりの第一歩となると思います。是非こ

のような環境を作っていただきたいということで要望として話しておきます。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。要望ということで。 

〇望月生涯学習文化課長 

今６番の方のお話が出たので、ちょっとしたエピソードをお話ししたいと思います。生涯学習

センターでは高校生が自主学習の場として活用していますが、勉強する際に出る消しゴムのカ

スが問題となっていました。そこで、６番の方が、消しゴムのカスを捨てる際に、例えばあなた

は犬が好きですか、猫が好きですかのようなYes・Noの２つのかごを作ったそうです。それに

より、高校生たちが自主的に消しゴムのカスを捨てるようになり、生涯学習センターの消しゴ

ムのカス問題が解消されたようです。このような、斬新な若い方ならではのアイディアにより

問題を解決したということで、これからは若い方の知恵も必要なのだと感じました。 

〇濱口教育長 

はい。ほかによろしいですか。それでは、議案第２号につきまして原案通りでよろしいでしょ

うか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

それでは、原案どおり決定いたします。 

続いて議案第３号、博物館佐久間館長お願いします。 

〇佐久間博物館長 
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はい。よろしくお願いいたします。３０ページをお開きください。小山市立博物館協議会委員

の委嘱についてお諮りいたします。この協議会は３２ページにございますけれども、博物館法

及び小山市立博物館条例に基づいて設置したもので、博物館の運営に関して諮問に応じると

共に、意見をいただく機関となっております。委嘱期間は令和７年４月１日から令和９年３月３１

日までの２年間でございます。委嘱する方々は３１ページにございますが、色つきの方々が新

任の方になります。よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

ありがとうございました。それでは議案第３号については今説明がありましたけれども、こ

の件に関しまして何か質疑等がありましたらお願いします。奥中委員お願いします。 

〇奥中委員 

メンバーについては問題ないのですが、３２ページの博物館協議会の第５条の３に、委員は

次に掲げる者の中から委嘱するとあり、（２）に家庭教育の向上に資するというのがありますが、

選出区分のところにはその旨の表記が特にありません。この辺りについて説明があればお願

いします。 

〇濱口教育長 

 はい。お願いします。 

〇佐久間博物館長 

 はい。委員の選出につきましては、男女共同参画推進協議会からご推薦いただいている委員

さんにご就任いただいております。家庭教育につきましては、学校教育の担当の方々からもご

意見をいただいているところでございますので、そういったところは十分に配慮されていると

考えております。よろしくお願いします。 

〇奥中委員 

意味はわかるのですけれど、それであれば家庭教育関係の関係者として、この表の中で分類

したらどうでしょうか。メンバーは同じですし、問題はないと思いますが。 

〇佐久間博物館長 

検討させていただきます。ありがとうございます。 

〇濱口教育長 

役職等というところの記載の仕方ということですかね。 

〇佐久間博物館長 

はい。この辺りは再度見直しさせていただきたいと思います。 

〇濱口教育長 

（１）から（４）までのどれに該当しているかが分かった方がいいという意見です。特に（２）が

はっきりした方がいいというお話だったと思います。ほかにいかがでしょうか。よろしいです

か。 

〇全員 

 はい。 
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〇濱口教育長 

はい。それでは、議案第３号は、提案通りということで、表の記載をもう１度見直すというこ

とでよろしくお願いをしたいと思います。 

以上、報告事項・審議事項が一通り終わりましたけれども、全体を振り返って何か意見等ご

ざいましたらお願いいたします。大橋委員お願いします。 

〇大橋委員 

はい。議題から外れてしまうのですが、生涯学習センターの運営委員の中で話題が出たので

思い出したのですが、ロブレの６階の表示が学習スペースというふうに変わっていまして、

元々宇都宮大学と書いてありましたが、宇都宮大学ではない高校生がいたり一般の方がいた

りよく見かけていました。宇都宮大学のサテライトは、いつの間にかなくなったのでしょうか。 

〇篠原生涯学習部長 

はい。私は宇大のサテライトを当時設置するところから関わっていました。元々宇都宮大学

内に UU プラザというものがありまして、それと同じものをロブレの空きスペースで作ろうと

いうことで始まりました。そこでは、宇都宮大学の年表や入試情報等のパンフレットを置き、来

た子たちが勉強もできるように取り組んでいました。宇都宮大学としても、来ている子たちに

宇都宮大学を受けてほしいため、数年連携して行っていましたが、ある程度成果が出たことで

引きあげ、看板を消したところでございます。しかし、今でもあの場所は子どもたちの学習ス

ペースとして浸透しているため、今は生涯学習センターの機能の一部として残しております。 

〇大橋委員 

 はい。ありがとうございます。たくさんの学生が来ていて、夏休みの期間もにぎわっています

よね。 

〇篠原生涯学習部長 

はい。試験の前は特にたくさんの学生さんに利用していただき、特に、みんなと話し合いな

がら勉強できることが良いようで、大変好評を得ています。 

〇濱口教育長 

はい。ほかにいかがですか。よろしいでしょうか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、議事を終わりたいと思います。事務局の方にお戻しいたします。 

〇前田教育総務係長 

はい。事務局からですが、次回委員会の日程のご連絡になります。日時が令和７年９月18日

木曜日午後２時から、場所の方は本日と同じ本庁舎５階の教育委員会室になっております。よ

ろしくお願いいたします。以上です。 

〇濱口教育長 
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はい。それでは、以上で８月の定例教育委員会を終わりにしたいと思います。お疲れ様でし

た。 

                   閉会 午後  ３時  ２０分                 


